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台
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翻
訳
・
横
田
宇
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【
上
演
デ
ー
タ
】 

於
・
サ
ブ
テ
レ
ニ
ア
ン
（
東
京
・
板
橋
） 

日
時
・
二
〇
一
四
年
十
月
七
―
八
日 

 

登
場
人
物 

 

俳
優
１
（
男
性
）
：
予
知
（
統
合
失
調
症
） 

俳
優
２
（
男
性
）
：
火
の
技
術
、
海
、
海
の
娘
た
ち
、
伝
令 

俳
優
３
（
女
性
）
：
権
力
と
暴
力
、
海
の
娘
た
ち
、
イ
ー
オ
ー 

 

舞
台
装
置 

  
 

 

ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
ー
の
辺
境
、
海
に
面
し
て
高
く
聳
え
る
岩
山
の
ふ
も

と
。 

 
 

 

高
級
そ
う
な
部
屋
の
室
内
。
中
央
に
ベ
ッ
ド
。
そ
の
脇
に
ラ
ン
プ
。 

 
 

 

窓
か
ら
見
え
る
ほ
の
か
な
明
か
り
。 

  

【
翻
訳
に
あ
た
っ
て
】 

・
行
単
位
に
訳
出
し
て
い
る
が
、
翻
訳
範
囲
の
中
で
省
い
て
い
る
行
・
語
も

あ
る
。 

・
神
の
名
前
や
地
名
な
ど
固
有
名
詞
は
（
イ
ー
オ
ー
を
除
い
て
）
全
て
削
除

し
た
。 

・
対
話
の
順
序
を
入
れ
替
え
た
り
、
内
容
の
恣
意
的
な
変
更
に
つ
い
て
は

「
＊
」
を
付
け
た
。 

・
「
†
」
は
日
本
語
訳
文
の
行
番
号
の
参
照
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
に
文
体
を
追
加
し
た
。 

・
ト
書
き
は
全
て
演
出
家
が
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。 

・
底
本
は
日
本
語
（
伊
藤
照
夫
）
、
英
語
（C

la
ssic

s A
rch

iv
e

所
収
）
、
仏

語
（A

lex
is P

ierro
n

）
を
参
考
に
し
た
。 

・
幕
（
■
１
～
５
）
、
景
（
数
字
）
、
説
明
（
文
体
：
内
容
）
、
翻
訳
箇
所

（
行
数
・
日
本
語
版
）
。 

英
語
版
：P

ro
m

eth
eu

s b
o

u
n

d
, v

ersio
n

 classics A
rch

iv
e : 

h
ttp

://classic
s.m

it.ed
u

/A
esch

y
lu

s/p
ro

m
eth

eu
s.h

tm
l 

・
文
体
：
語
り
、
対
話
、
描
写
、
体
言
止
め
、
指
呼
表
現
、
助
詞
共
有
、
脚

韻
、
吐
露
、
合
唱
、
名
修
（
動
）
、
被
修
動 
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■
開
演
前 

  

薄
暗
く
客
電
が
つ
い
て
い
る
。 

  

ゆ
っ
く
り
と
舞
台
は
暗
く
な
っ
て
い
く
。 

              

■
１ 

  

両
側
（
両
客
席
側
）
か
ら
俳
優
が
入
っ
て
く
る
。 

 

火
の
技
術
† 

声
も
な
く
、
誰
の
姿
も
見
え
な
い
。
太
陽
は
暑
く
、
肌
が
焼
け

る
。 

夜
が
訪
れ
、
夜
は
日
の
光
を
隠
し
て
く
れ
る
。
朝
日
が
昇
り
、
朝
日
は
霜
を

溶
か
し
て
く
れ
る
。 

苦
し
ん
で
い
る
―
―
今
こ
こ
で
―
―
拷
問
に
よ
っ
て
。
こ
の
罰
が
。
解
放
者

は
ま
だ
来
な
い
。 

罰
は
知
恵
か
ら
生
ま
れ
た*

。
人
間
を
愛
す
る
、
予
知
の
恵
み*

。
強
情
で
山

の
神
々
を
恐
れ
な
い*

。 

立
た
さ
れ
て
―
―
岩
山
に
―
―
い
る
。
―
―
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
し
ゃ

が
む
こ
と
が
で
き
な
い
。 

冷
酷
な
の
は
天
。
苦
し
み
も
、
悲
し
み
も
、
無
駄
。
新
し
い
支
配
者
は
、
い

つ
も
荒
々
し
い
。 

ク
ラ
ト
ス 
何
を
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
裏
切
り
者
―
―
憎
い
。 

                                        

        

 
† 

２
１
か
ら
３
８
行
。
描
写
。 
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あ
な
た
の
大
切
な
技
術
―
―
火
の
技
術
―
―
を
、
人
間
に
ば
ら
し
た
。 

火
の
技
術
† 
忌
々
し
い
、
自
分
の
技
術
が
。 

ク
ラ
ト
ス 

こ
の
任
務
は
、
あ
な
た
の
技
術
の
せ
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

火
の
技
術 

…
…
火
の
技
術
が
、
誰
か
ほ
か
の
者
に
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
…

…
。 

ク
ラ
ト
ス
† 

神
は
そ
れ
ぞ
れ
、
力
を
お
持
ち
で
す
。
け
れ
ど
、
治
め
る
の
は

天
の
み
。 

天
の
み
が
自
由
な
の
で
す
。 

火
の
技
術
† 

あ
あ
。 

ク
ラ
ト
ス 

早
く
し
て
く
だ
さ
い
、
天
が
あ
な
た
を
、
見
る
―
―
た
め
ら
っ

て
い
る
―
―
前
に
。 

火
の
技
術 

（
鎖
は
）
も
う
既
に
手
の
中
に
。 

ク
ラ
ト
ス 

鎖
を
両
腕
に
回
す
。
槌
で
打
つ
。
力
を
込
め
る
。 

火
の
技
術 

あ
あ
！ 

予
知
が
。
痛
い
ん
で
し
ょ
う
！ 

                                        

        

 
† 

４
５
か
ら
５
８
行
。 

対
話
。 

† 

４
９
か
ら
５
０
行
。
対
話
。 

† 

５
１
か
ら
７
７
行
。
指
呼
。 

ク
ラ
ト
ス 

た
め
ら
っ
て
い
る
！ 

天
の
敵
（
か
た
き
）
に
同
情
す
る
ん
で

す
か
？ 

 

罰
は
い
つ
か
あ
な
た
に
も
。 

火
の
技
術 

…
…
お
前
は
見
て
い
る
、
辛
い
風
景
を
。 

ク
ラ
ト
ス 

罪
人
（
ざ
い
に
ん
）
を
、
当
然
の
報
い
を
見
て
い
る
ん
で
す
。

帯
を
腹
に
巻
く
。 

火
の
技
術 

分
か
っ
て
る
。
指
図
は
い
い
。 

ク
ラ
ト
ス 

指
図
も
、
非
難
も
し
ま
し
ょ
う
。
下
が
る
。
輪
を
脛
に
回
す
。 

  

縛
り
付
け
る
。 

 

火
の
技
術 

終
わ
っ
た
。
す
ぐ
に
。 

ク
ラ
ト
ス 

釘
を
足
へ
打
ち
付
け
る
。 

こ
の
仕
事
を
見
て
い
る
人
は
、
口
う
る
さ
い
厳
し
い
人
で
す
か
ら
ね
。 

  
二
人
は
去
っ
て
い
く
。 

 



戯曲『縛られたプロメーテウス』 

- 5 - 

予
知
† 
光
り
輝
く
空
。
素
早
い
翼
の
風
。
河
の
流
れ
の
源
。
数
限
り
な
い

波
。 

全
て
を
育
む
私
の
母
親
・
大
地
。
全
て
を
見
て
い
る
太
陽
。 

…
…
見
て
く
れ
、
私
を
。
神
の
仕
打
ち
、
天
罰
を
。
苦
し
い
、
苦
し
み
続
け

る
、
千
年
も
、
何
千
年
も
。 

新
し
い
神
が
私
を
縛
り
付
け
る
。
苦
し
み
、
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
ま

で
も
。
嘆
き
。 

あ
あ
！ 

終
わ
ら
な
い
。 

  

予
知
、
少
し
落
ち
着
い
て
、 

 

予
知
† 

未
だ
来
て
い
な
い
こ
と
は
、
私
が
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。 

知
ら
な
い
も
の
な
ど
、
決
し
て
私
に
訪
れ
な
い
。
運
命
に
逆
ら
え
る
も
の
な

ど
は
な
い
。 

必
然
に
勝
る
も
の
な
ど
は
な
い
。 

†

私
は
人
間
に
恵
み
を
与
え
た
―
―
罰
を
、
私
は
受
け
る
。 

                                        

        

 
† 

８
８
か
ら
１
０
０
行
。
体
言
止
め
。 

† 

１
０
１
行
か
ら
１
０
５
行
。
脚
韻
。 

火
を
盗
み
、
大
茴
香
に
入
れ
た
―
―
全
て
の
技
術
・
道
具
の
源
が
―
―
私
の

罰
。 

岩
山
に
堅
く
締
め
付
け
ら
れ
、
打
ち
付
け
ら
れ
、
つ
な
が
れ
て
い
る
。 

  

海
の
娘
た
ち
が
登
場
す
る
。 

 

海
の
娘
た
ち
† 

こ
わ
が
ら
な
い
で
。
私
た
ち
み
ん
な
、
翼
を
揮
っ
て
、
こ
の

岩
山
ま
で
来
た
ん
で
す
。 

高
い
音
―
―
鉄
を
叩
く
―
―
洞
窟
ま
で
響
い
て
き
た
。
父
親
を
説
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

靴
も
忘
れ
て
―
―
そ
う
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
―
― 

ま
と
も
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
―
―
こ
の
車
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
た
。 

海
の
娘
た
ち
† 

あ
の
新
し
い
君
主
―
―
山
を
支
配
し
て
。
新
し
い
法
の
―
― 

そ
の
法
の
下
に
、
か
の
大
き
く
恐
ろ
し
い
も
の
た
ち
は
、
あ
の
方
の
目
の
前

か
ら
消
え
去
る
。 

                                        

                                        

                   

 
† 

１
０
６
行
か
ら
１
１
３
行
。
助
詞
共
有
。 

† 

１
２
７
行
か
ら
１
３
７
行
。
被
修
動
。 

† 

１
４
７
行
か
ら
１
５
１
行
。
名
修
。 



戯曲『縛られたプロメーテウス』 

- 6 - 

予
知
† 
奈
落
―
―
地
の
底
―
―
死
者
た
ち
を
飲
み
込
む
―
―
へ
、 

い
っ
そ
の
こ
と
投
げ
込
ん
で
く
れ
た
ら
！ 

神
々
に
笑
わ
れ
、
宙
吊
り
に
さ
れ
、
風
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
。
敵
ど
も
を
喜

ば
せ
て
い
る
だ
け
。 

海
の
娘
た
ち 

ど
の
神
も
喜
ば
な
い
。
苦
し
む
あ
な
た
を
。 

…
…
天
だ
け
は
、
怒
り
に
燃
え
、
恐
ろ
し
い
災
い
を
も
た
ら
す
で
し
ょ
う
。 

宇
宙
―
―
天
の
敵
、
王
座
を
奪
う
―
―
を
屈
服
さ
せ
て
し
ま
う
、
恐
ろ
し
い

力
。 

                                                 

        

 
† 

１
５
２
行
か
ら
１
６
８
行
。
描
写
。 

■
２ 

海
の
娘
た
ち
† 

も
し
口
に
出
し
て
も
い
い
こ
と
な
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

天
が
あ
な
た
に
ど
ん
な
仕
打
ち
を
与
え
る
の
か
。 

予
知 

神
々
は
、
怒
り
に
駆
ら
れ
、
お
互
い
同
士
で
い
が
み
合
う
。 

あ
る
神
々
は
、
先
代
か
の
実
り
を
そ
の
座
か
ら
追
い
出
そ
う
と
考
え
る
。 

あ
き
れ
る
ば
か
り
、
天
を
王
座
に
か
つ
ぎ
あ
げ
る
。 

…
…
ほ
か
の
神
々
は
、
天
の
支
配
に
歯
向
か
っ
て
い
る
。 

私
は
策
を
練
る
。 

宇
宙
と
大
地
の
子
供
た
ち
、
大
き
い
人
の
一
族
を
説
得
す
る
。
し
か
し
、
上

手
く
い
か
な
い
。 

彼
ら
は
自
惚
れ
、
自
ら
の
力
を
見
誤
っ
て
い
る
。 

私
の
母
親
―
―
法
則
・
正
義
―
―
様
々
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
姿
は

一
つ
。 

―
―
母
は
私
に
教
え
て
く
れ
た
。
腕
力
や
暴
力
で
は
勝
利
も
統
治
も
行
え
な

い
。 

思
っ
て
い
る
こ
と
を
隠
し
、
相
手
を
欺
く
策
が
必
要
な
の
だ
と*

。 

                                        

        

 
† 

１
９
３
行
か
ら
２
２
３
行
。
語
り
。 
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こ
れ
を
大
き
い
人
の
一
族
は
聞
き
入
れ
な
い
。
最
善
は
、
母
と
一
緒
に
自
分

か
ら
天
の
側
に
つ
く
こ
と
。 

予
知
の
力*

に
よ
っ
て
、
古
い
神
々
、
宇
宙
と
大
き
い
人
の
一
族
た
ち
を
暗
黒

の
中
へ
と
封
じ
込
る
…
… 

†

天
は
山
に
就
く
や
否
や*

、
他
の
神
々
に
力
を
分
け
与
え
、
役
を
割
り
当
て

る
。 

天
は
見
向
き
も
し
な
い
―
―
人
間
の
こ
と
な
ど
。
こ
の
種
族
を
絶
滅
さ
せ
、

新
し
い
種
族
を
作
り
出
す
。 

…
…
誰
も
異
論
を
唱
え
な
い
、
私
を
除
い
て
。
だ
か
ら
私
は
救
い
出
す
。 

雷
に
打
た
れ
、
奈
落
に
落
ち
な
い
た
め
に
。 

海
の
娘
た
ち
† 

ほ
か
に
は
？ 

予
知 

自
分
た
ち
の
死
を
予
め
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
。 

海
の
娘
た
ち 

ど
ん
な
薬
を
？ 

予
知 

盲
目
の
希
望
。 

海
の
娘
た
ち 

役
立
つ
も
の
を
。
ほ
か
に
は
？ 

予
知 

火
の
技
術
。 

                                        

        

 
† 

２
４
７
行
か
ら
２
５
５
行
。
語
り
。 

† 

２
４
７
行
か
ら
２
５
５
行
。
対
話
。 

海
の
娘
た
ち 

彼
ら
は
今
、
火
を
持
っ
て
い
る
…
…
。 

予
知 

そ
こ
か
ら
た
く
さ
ん
学
ぶ
だ
ろ
う
。 

海
の
娘
た
ち 

そ
れ
で
天
は
…
… 

予
知
† 

私
は
全
て
予
め
知
っ
て
い
る
。
自
ら
進
ん
で
過
ち
を
犯
し
て
い
る
。 

人
間
を
助
け
、
報
い
を
受
け
る
。 

†

禍
（
わ
ざ
わ
い
）
が
、
私
に
降
り
か
か
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。 

苦
し
み
が
、
身
を
や
つ
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
な
ん
て
。 

  

海
の
娘
た
ち
は
予
知
に
近
寄
り
、
同
情
す
る
†

。 

 

海
の
娘
た
ち
、
去
る
。 

  

海
が
や
っ
て
く
る
。 

 

海
† 

（
海
が
）
素
早
い
翼
の
―
―
轡
（
く
つ
わ
）
も
付
け
ず
―
―
鳥
を
操

っ
て
、
や
っ
て
き
た
。 

                                        

        

 
† 

２
６
８
行
か
ら
２
６
７
行
。
語
り
。 

† 

２
６
８
行
か
ら
２
７
０
行
。
吐
露
。 

† 

２
７
１
行
か
ら
２
７
６
行
。 
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予
知
、
血
の
―
―
私
は
あ
な
た
に
同
情
、
つ
な
が
り
が
、
し
て
い
る
―
―
私

を
駆
り
立
て
る
。 

予
知
† 

天
の
側
―
―
権
力
を
擁
護
す
る
―
―
に
就
い
た
予
知
者
の
苦
し
み

を
。 

海 

提
案
が
あ
る
。
策
を
―
―
た
と
え
予
知
、
あ
な
た
が
策
士
で
あ
っ
た
と

し
て
も
―
―
最
善
の
策
を
。 

新
し
い
や
り
方
―
―
神
々
を
支
配
す
る
主
人
こ
そ
が
新
し
い
の
だ
か
ら
―
―

に
変
え
る
ん
だ
。 

天
は
い
か
に
高
く
て
も
、
あ
な
た
の
怒
り
を
聞
き
つ
け
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
苦
し
み
さ
え
も
、
遊
び
に
思
え
る
よ
う
な
。
忘
れ
る
ん
だ
、
怒
り
は
。

求
め
る
ん
だ
、
救
い
を
。 

饒
舌
―
―
思
い
上
が
り
の
―
―
へ
の
罰
な
ん
だ
。
不
平
を
漏
ら
し
、
謙
（
へ

り
く
だ
）
ろ
う
と
し
な
い
。 

あ
な
た
は
、
一
層
の
苦
し
み
を
求
め
て
い
る
。 

独
裁
者
は
―
―
独
り
で
裁
く
者
―
―
触
ら
ぬ
神
に
祟
り
な
し
。 

                                        

                                        

                   

 
† 

２
８
４
行
か
ら
２
９
０
行
。
名
被
動
。 

† 

３
０
４
行
か
ら
３
４
６
行
。
対
話
。 

救
い
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
そ
の
ま
ま
で
い
る
ん
だ
―
―
私
が
行
っ
て

く
る
。 

予
知 

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。 

あ
な
た
が
―
―
二
人
の
思
い
上
が
っ
た
自
由
・
企
て
が
―
―
罰
せ
ら
れ
て
い

な
い
な
ら
。 

天
は
い
ず
れ
説
得
さ
れ
な
い
。
こ
こ
ま
で
来
た
こ
と
が
高
く
つ
か
な
い
よ
う

に
。 

海 

自
分
を
説
得
す
る
よ
り
も
、
相
手
を
説
得
す
る
方
が
上
手
い
ら
し
い
。 

苦
し
み
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。 

天
を
説
得
し
て
こ
よ
う
。
恵
み
が
苦
し
み
を
解
放
す
る
よ
う
に
。 

予
知 

あ
り
が
と
う
。
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。 

予
知
† 

悲
し
い
ん
だ
、
既
に
今
、
私
の
兄
の
不
運
。
西
で
天
空
と
地
面
の

間
の
柱
を
支
え
て
い
る
。 

†

気
の
毒
な
ん
だ
、
あ
の
大
地
の
息
子
、
東
の
洞
窟
に
住
む
、
恐
ろ
し
く
奇

怪
で
、
百
の
頭
を
持
ち
、 

凶
暴
の
、
轟
音
も
抑
え
込
ま
れ
。
神
々
に
立
ち
向
か
う
。 

                                        

        

 
† 

３
４
７
行
か
ら
３
５
０
行
。
語
り
。 

† 

３
５
１
行
か
ら
３
７
２
行
。
語
り
。 
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恐
怖
を
、
顎
か
ら
吐
き
散
ら
し
、
光
を
両
目
か
ら
放
ち
、 

轟
音
は
怪
物
の
力
で
天
を
打
ち
負
か
そ
う
と
す
る
。 

眠
り
を
知
ら
ぬ
矢
、
火
を
噴
出
し
て
落
ち
る
雷
。
思
い
上
が
り
を
か
き
消
す
。 

雷
は
心
臓
を
打
ち
、
死
体
は
今
は
西
の
海
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。 

そ
の
灼
熱
の
山
の
頂
上
で
、
金
属
を
鍛
え
る
の
は
、
火
の
技
術
。 

そ
こ
か
ら
火
の
川
が
吹
き
出
て
、
ふ
も
と
の
豊
か
な
土
地
を
呑
み
つ
く
す
。 

轟
音
は
怒
り
を
吐
き
出
し
続
け
る
。
天
の
雷
に
打
た
れ
た
と
し
て
も
。 

海
† 

心
の
病
は
言
葉
に
よ
っ
て
癒
さ
れ
る
。 

予
知 

穏
や
か
さ
は
怒
り
を
上
か
ら
丸
め
込
む
。 

海 

独
断
と
熱
意
が
ど
う
い
っ
た
良
い
こ
と
を
も
た
ら
す
ん
だ
？ 

予
知 

余
計
な
骨
折
り
と
、
軽
薄
な
お
人
よ
し
。 

海 

そ
の
お
人
よ
し
を
放
っ
て
お
い
て
く
れ
な
い
か
。
知
性
の
真
髄
は
、
無

知
を
装
う
策
略
だ*

。 

予
知 

そ
れ
と
は
私
の
過
ち
。 

海 

…
…
つ
ま
り
、
帰
れ
と
？ 

予
知 

私
へ
の
哀
れ
み
が
憎
し
み
を
買
わ
な
い
よ
う
に
。 

                                        

        

 
† 

３
７
７
行
か
ら
３
８
０
行
。
対
話
。 

海 

全
知
全
能
の
座
に
つ
く
も
の
の
憎
し
み
を
？ 

予
知 

あ
れ
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
。 

  

海
は
去
る
。 

 

海
の
娘
た
ち
† 

あ
な
た
を
嘆
く
叫
び
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
あ
が
っ
て
い

ま
す
。 

あ
な
た
と
あ
な
た
の
兄
弟
た
ち
の
偉
大
な
行
い
を
惜
し
み
嘆
い
て
い

る
の
で
す
。 

か
の
ア
シ
ア
ー
の
地
に
暮
ら
し
て
い
る
人
間
た
ち
も
、 

あ
な
た
の
苦
し
み
に
同
情
し
て
嘆
い
て
い
ま
す
。 

                                              

        

 
† 

４
０
６
行
か
ら
４
１
４
行
。
合
唱
。 
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■
３ 

予
知
† 

辛
い
ん
だ
、
惨
め
な
辱
め
に
遭
っ
て
い
る
自
分
の
姿
を
見
て
い
る

と
。 

あ
の
神
々
に
恵
み
を
与
え
た
の
は
、
私
な
の
だ
か
ら
。
そ
れ
を
言
っ
て
何
に

な
ろ
う
。 

†

人
間
た
ち
―
―
あ
の
有
象
無
象
、
愚
か
な
―
―
は
悲
惨
な
生
涯
を
送
っ
て

い
る
。 

私
は
彼
ら
に
分
別
と
知
性
を
与
え
る
。 

お
前
た
ち*

は
、
話
を
聞
い
て
も
理
解
し
な
い
。 

―
―
夢
の
中
を
、
幻
の
中
を
生
き
て
い
る
よ
う
に
、
長
い
間
、
無
分
別
に
生

き
て
い
る
。 

煉
瓦
を
使
い
、
木
を
使
い
、
日
の
当
た
る
家
を
作
る
こ
と
も
知
ら
な
い
。 

蟻
の
よ
う
に
、
太
陽
の
な
い
洞
窟
の
中
に
住
ん
で
い
る
。 

冬
の
始
ま
り
、
春
の
香
る
草
花
、
夏
の
豊
穣
の
印
を
持
た
ず
、
何
も
考
え
ず

に
生
き
て
い
る
。 

星
が
い
つ
沈
み
、
昇
る
の
か
を
教
え
て
や
ろ
う
。 

                                        

        

 
† 

４
３
６
行
か
ら
４
４
２
行
。
吐
露
。 

† 

４
４
２
行
か
ら
４
６
８
行
。
語
り
。 

最
も
優
れ
た
学
―
―
数
（
か
ず
）
の
学
―
―
を
作
っ
て
や
ろ
う
。 

字
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
教
え
て
や
ろ
う
。
全
て
を
覚
え
留
め
る
詩
（
う

た
）
の
母
、
記
憶
の
役
割
を
。 

†

病
に
か
か
る
と
お
前
た
ち*

人
間
は
知
ら
な
い
―
―
何
を
食
べ
る
べ
き
か
、

何
を
塗
る
べ
き
か
、 

何
を
呑
む
べ
き
か
。
薬
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
教
え
よ
う
。 

偶
然
―
―
道
端
で
の
、
鳥
の
飛
び
交
う
姿
の
―
―
を
読
み
解
く
術
を
教
え
て

や
ろ
う
。 

し
き
た
り
―
―
様
々
な
種
の
中
か
ら
―
―
不
吉
な
関
係
、
親
し
い
関
係
、 

そ
の
並
び
方
―
―
を
与
え
て
や
ろ
う
。 

内
蔵
の
肉
―
―
色
、
艶
、
胆
嚢
、
胆
汁
、
神
々
に
喜
ば
れ
る
―
―
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
教
え
て
や
ろ
う
。 

火
が
示
す
徴
―
―
か
つ
て
は
見
え
な
か
っ
た
―
―
を
見
え
る
よ
う
に
し
て
や

ろ
う
。 

こ
れ
が
全
て
で
あ
る
。 

                                        

        

 
† 

４
７
８
行
か
ら
５
０
６
行
。
語
り
。 
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地
か
ら
人
間
た
ち
の
宝
―
―
青
銅
、
鉄
、
銀
、
金
―
―
を
与
え
る
の
は
私
で

は
な
く
誰
で
あ
ろ
う
。 

人
間
の
持
つ
全
て
の
技
術
は
、
予
知
が
与
え
る
も
の
で
あ
る
。 

海
の
娘
た
ち
（
男
性
） 
も
う
辞
め
て
く
だ
さ
い
。
多
く
、
人
間
に
与
え
す

ぎ
ま
し
た
。 

自
由
に
な
れ
ば
、
天
と
対
等
に
な
れ
る
と
で
も
。 

予
知
† 

決
め
ら
れ
た
、
こ
の
未
来
さ
え
も
、
運
命
を
避
け
る
こ
と
は
出
来

な
い
。 

必
然
と
比
べ
れ
ば
、
技
術
は
脆
い
。 

海
の
娘
た
ち
（
男
性
） 

誰
で
す
か
、
そ
の
必
然
を
も
た
ら
す
の
は
。 

予
知 

現
在
、
過
去
、
未
来
―
―
そ
れ
は
運
命
。
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
復
讐
。 

海
の
娘
た
ち
（
男
性
） 

天
よ
り
も
強
い
の
で
す
か
？ 

予
知 

定
め
ら
れ
た
運
命
に
は
、
天
も
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
。 

  

海
の
娘
た
ち
、
歌
。 

                                         

        

 
† 

５
１
１
行
か
ら
５
２
０
行
。
対
話
。 

海
の
娘
た
ち
（
男
性
）
† 

人
間
は
、
あ
な
た
の
助
け
を
知
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。 

人
間
、
盲
目
な
種
族
、
夢
の
中
の
よ
う
な
無
気
力
さ
。 

天
の
秩
序
を
、
人
間
が
越
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。 

                                                      

        

 
† 

５
４
９
行
か
ら
５
５
１
行
。
対
話
。 
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■
４ 

イ
ー
オ
ー
† 
教
え
て
く
だ
さ
い
。
私
の
放
浪
、
不
幸
の
時
代
の
終
わ
る
時
を
。 

予
知 

知
ら
な
い
こ
と
が
、
知
る
こ
と
よ
り
も*

。 

イ
ー
オ
ー 

―
―
隠
さ
な
い
で*

―
― 

予
知 

―
―
お
前
の
た
め
だ*
―
― 

イ
ー
オ
ー 

―
―
私
を
苦
し
め
る
こ
と
を*

。 

予
知 

―
―
聞
き
入
れ
よ
う*

―
― 

イ
ー
オ
ー 

―
―
で
は
な
ぜ
、
躊
躇
う
の*

？ 
―
― 

予
知 

―
―
躊
躇
っ
て*

―
― 

イ
ー
オ
ー 

―
―
全
て*

―
― 

予
知 

―
―
い
な
い*

。
不
安
に
さ
せ
た
く*

―
― 

イ
ー
オ
ー 

―
―
同
情
は*

―
― 

予
知 

―
―
な
い*

―
― 

イ
ー
オ
ー 

―
―
い
い
ん
で
す*

。
私
が
望
ん
で
い
る
。 

予
知 

望
む
な
ら
、
話
し
て
み
よ
う
。 

イ
ー
オ
ー
† 

下
手
な
優
し
さ
は
、
私
に
と
っ
て
辛
い
だ
け*

。 

                                        

        

 
† 

６
２
２
行
か
ら
６
３
０
行
。
助
詞
共
有
。 

予
知
† 

い
い
か
。
天
の
夫
人
が
お
前
に
与
え
る
災
難
を
。 

（
イ
ー
オ
ー
は
）
初
め
、
日
の
昇
る
方
へ
、
未
開
の
荒
野
を
行
く
。 

遊
牧
民
―
―
見
事
な
車
輪
の
車
、
枝
で
編
ん
だ
背
の
高
い
小
屋
、 

遠
く
ま
で
届
く
弓
を
持
つ
者
た
ち
―
―
へ
至
る
。 

蛮
族*

―
―
左
手
で
鉄
を
鍛
え
る
―
―
へ
至
る
。 

彼
ら
は
野
蛮
で
よ
そ
も
の
に
は
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。 

そ
の
名
前
の
通
り
の
偉
大
と
呼
ば
れ
る
河
に
至
る
。 

渡
っ
て
は
な
ら
な
い
。
簡
単
に
渡
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

地
上
で
最
も
高
い
山
へ
至
る
。 

天
井
の
星
に
届
く
、
そ
の
峰
を
越
え
て
、
南
へ
と
向
か
う
。 

女
だ
け
の
騎
馬
民
族
に
出
会
う
。
道
案
内
を
喜
ん
で
務
め
よ
う
。 

湖
の
狭
い
出
口
に
た
ど
り
着
け
ば
一
つ
目*

の
海
峡
だ
。 

勇
気
を
出
し
、
二
つ
目*

の
海
峡
を
渡
れ
。 

そ
こ
は
現
地
の
人
間
た
ち*

の
間
で
い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
を
去
り
、
ア
シ
ア
ー
の
大
陸
へ
と
至
る
。 

                                        

                                        

                   

 
† 

６
８
３
行
か
ら
６
８
６
行
。
対
話
。 

† 

７
０
２
行
か
ら
７
４
１
行
。
語
り
。 



戯曲『縛られたプロメーテウス』 

- 13 - 

予
知
† 
神
々
の
定
め
・
暴
力
。
天
は
お
前
と
交
わ
る
た
め
に
、
こ
の
放
浪

を
強
制
す
る
。 

ひ
ど
い
結
婚
相
手
と
出
会
っ
た
の
だ
。
苦
し
み
は
、
ま
だ
始
ま
っ
て
さ
え
も

い
な
い
。 

イ
ー
オ
ー 

生
き
て
い
た
っ
て
、
何
に
も
な
ら
な
い
。
あ
の
崖
か
ら
早
く
身

を
投
げ
る
べ
き
だ
っ
た
。 

苦
し
み
か
ら
、
死
ん
で
解
放
さ
れ
れ
ば
、
耐
え
な
く
て
―
― 

来
る
日
も
来
る
日
も
や
っ
て
く
る
苦
痛
―
―
も
済
む
。 

予
知 

死
ね
ば
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
。
…
…
私
は
死
ぬ
こ
と
も
許
さ
れ

て
い
な
い
。 

苦
し
み
の
終
わ
り
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
天
が
山
を
降
り
る
ま
で*

。 

イ
ー
オ
ー 

天
の
支
配
は
い
つ
か
終
わ
る
と
？ 

予
知 

お
前
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
の
だ
、
そ
う
な
れ
ば
。 

イ
ー
オ
ー 

天
は
私
を
遭
わ
せ
て
い
ま
す
、
ひ
ど
い
目
に
。 

予
知 

革
命
は
成
就
す
る
。 

イ
ー
オ
ー 

そ
れ
を
誰
が
？ 

                                        

        

 
† 

７
５
２
行
か
ら
７
７
４
行
。
対
話
。 

予
知 

自
分
自
身
。
自
ら
の
情
欲
に
よ
っ
て
。 

イ
ー
オ
ー 

ど
の
よ
う
に
？ 

予
知 

悔
い
改
め
ら
れ
る
べ
き
結
婚
に
よ
っ
て
。 

イ
ー
オ
ー 

神
と
の
？ 

人
間
と
の
？ 

予
知 

天
の
結
婚
相
手
。
口
に
は
出
し
て
は
な
ら
な
い
。 

イ
ー
オ
ー 

そ
の
相
手
が
王
座
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と
に
？ 

予
知 

そ
れ
が
一
人
の
子
―
―
父
よ
り
も
強
い
―
―
を
世
に
授
け
る
。 

イ
ー
オ
ー 

そ
の
運
命
に
は
逆
ら
え
な
い
？ 

予
知 

天
が
私
を
解
か
な
い
限
り
。 

イ
ー
オ
ー 

誰
が
あ
な
た
を
―
―
天
に
逆
ら
っ
て
―
―
救
う
の
で
す
か
？ 

予
知 

お
前
の
子
孫
が
。 

イ
ー
オ
ー 

私
の
子
供
が
？ 

あ
な
た
の
解
放
者
に
？ 

予
知 

十
の
世
代
を
経
て
、
そ
の
三
代
目
の
子
。 

イ
ー
オ
ー
† 

あ
あ
、
あ
あ
、
発
作
が
心
を
締
め
付
け
る
！ 

虻
の
針
―
―
焔
で
焼
き
付
け
ら
れ
た
―
―
が
私
を
刺
す
。 

心
臓
は
、
恐
ろ
し
さ
に
高
鳴
り
、
胸
を
蹴
り
上
げ
、
眼
が
回
る
。 

                                        

        

 
† 

８
７
７
行
か
ら
８
８
６
行
。
吐
露
。 
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狂
気
は
嵐
の
よ
う
に
、
航
路
を
は
ず
れ
て
、
舌
も
回
ら
ず
、
頭
を
惑

わ
せ
、 

打
ち
付
け
る
波
に
砕
け
散
っ
て
い
く
。 

 

†

結
婚
が
お
互
い
に
と
っ
て
望
ま
し
け
れ
ば
、
何
も
恐
い
こ
と
は
な
い
。
た

だ
、
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。 

力
の
あ
る
、
立
場
の
強
い
神
々
の
情
欲
の
眼
差
し
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
。 

                                                  

        

 
† 

９
０
１
行
か
ら
９
０
３
行
。
吐
露
。 

■
５ 

伝
令
† 

お
前
―
―
人
間
ど
も
に
恵
み
を
与
え
、
火
を
盗
ん
だ
―
―
に
話
が

あ
る
。 

結
婚
―
―
王
座
を
転
覆
さ
せ
る
―
―
を
話
す
ん
だ
。
謎
め
い
た
言
い
方
で
は

な
く
。 

天
に
は
脅
し
も
役
立
た
ず
。 

予
知 

横
柄
で
自
己
満
足
な
お
言
葉
で
。
そ
の
口
は
山
の
神
々
の
召
使
に
ふ

さ
わ
し
い
。 

興
っ
て
間
も
な
い
集
団
は
、
も
う
安
定
し
た
座
に
身
を
構
え
て
い
る
。 

お
前
た
ち
は
三
代
目
。
す
ぐ
に
転
落
す
る
だ
ろ
う
。 

†

全
て
敵
な
の
だ
。
私
の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
私
に
罰
を
与
え
る
も
の
は
。 

伝
令 

な
る
ほ
ど
、
心
の
病
は
重
症
だ
。 

予
知 

病
か
。
敵
を
憎
む
こ
と
が
病
な
ら
。 

伝
令 

病
で
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
鼻
に
つ
く
こ
と
だ
ろ
う
。 

予
知 

あ
あ
！ 

伝
令 
天
は
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
知
っ
て
お
ら
れ
な
い
。 

                                        

        

 
† 

９
４
７
行
か
ら
９
５
９
行
。
名
修
動
。 

† 

９
７
５
行
か
ら
９
８
１
行
。
対
話
。 
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予
知 

時
間
は
動
く
。
時
間
は
偉
大
な
支
配
者
だ
。 

†

投
げ
つ
け
よ
、
私
の
頭
上
に
、
二
又
の
―
―
焔
を
吹
き
出
す
―
―

稲
妻
を
。 吹

き
荒
れ
ろ
、
雷
鳴
轟
き
、
荒
れ
狂
う
嵐
よ
。 

高
鳴
れ
、
大
地
を
根
っ
こ
か
ら
揺
る
が
せ
ろ
。 

か
き
乱
せ
、
嵐
の
中
で
、
大
海
（
た
い
か
い
）
の
波
と
天
体
の
き
ら

め
き
を
。 天

よ
、
私
を
奈
落
へ
突
き
落
と
せ
。
何
を
さ
れ
て
も
、
私
の
命
は
奪

え
な
い
。 

 

伝
令 

こ
れ
こ
そ
、
精
神
錯
乱
だ
。
こ
の
パ
ニ
ッ
ク
、
言
葉
遣
い
。
完
全
に

狂
っ
て
い
る
！ 

逆
境
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
？ 

怒
り
は
静
ま
る
気
配
が
な
い
！ 

こ
い
つ
の
苦
し
み
に
同
情
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
早
く
出
て
行
け
、
雷
で
気

を
失
う
前
に
な
！ 

  

二
人
は
出
て
行
く
。
舞
台
上
に
は
予
知
の
み
。 

                                        

        

 
† 

１
０
３
６
行
か
ら
１
０
６
２
行
。
独
白
。 

 

轟
音
が
鳴
り
響
く
。 

 

予
知
† 

さ
あ
！ 

脅
し
が
本
物
に
な
っ
た
！ 

大
地
は
揺
れ
て
い
る
。 

雷
は
地
中
か
ら
轟
（
と
ど
ろ
）
い
て
い
る
。
稲
妻
は
焔
を
出
し
て
輝
や
い
て

い
る
。
竜
巻
は
塵
を
巻
き
上
げ
て
い
る
。 

風
は
互
い
に
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
い
る
。
騒
音
同
士
は
ぶ
つ
か
っ
て
、
競
い
合

っ
て
い
る
。 

空
と
海
は
溶
け
込
ん
で
一
つ
に
な
る
。
嵐
は
天
か
ら
訪
れ
て
、
私
を
恐
怖
に

陥
ら
せ
る
。
偉
大
な
母
よ
！ 

世
界
を
光
で
照
ら
す
天
空
よ
！ 

見
た
か
、
私
が
不
当
な
拷
問
を
受
け
て
い

る
の
を
！ 

  

予
知
は
奈
落
へ
落
ち
て
い
く
。 

―
―
幕
―
― 

                                           

        

 
† 

１
０
８
０
行
か
ら
１
０
９
３
行
。
独
白
。 
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当
テ
キ
ス
ト
は
著
作
者
の
許
可
に
よ
っ
て 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ
の
利
用
許
諾
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
表
示
―
継
承
」 


